
令和５年度１２月全校集会校長講話 

令和５年１２月２２日（金） 

 

 おはようございます。校長の鴨志田新一です。 

 明日から、１７日間の冬休みに入ります。今年の冬休みは、暦の関係で比較的長い期間

となっています。 

 年末年始にあたって、今年一年を振り返り、そして新しい年を迎え、改めて志を立てて

ください。 

  

 毎年、年末を迎えると、１年間の世相を表す流行語大賞が発表になります。 

 今年の流行語大賞は、プロ野球の阪神タイガースの「優勝」を表すキャッチフレーズで

ある「アレ」が選ばれました。「アレ」は片仮名ではなく、ローマ字で「ＡＲＥ（エー・

アール・イー）」で表します。 

 「アレ」を「ＡＲＥ（エー・アール・イー）」のローマ字で表すのは、それぞれのロー

マ字に意味があるそうです。 

 まず、「Ａ」は「ＡＩＭ」意味は、「明確な目標」、「Ｒ」は「ＲＥＳＰＥＣＴ」で「尊敬」、 

「Ｅ」は「ＥＭＰＯＷＲＥ」で「パワーアップ」を意味しています。 

 すなわち「優勝」に向かって、「明確な目標を持ち、先輩は周りの人に尊敬の念を持ち、

パワーアップしていこう」という意味です。 

 「ＡＲＥ」は、タイガースの優勝だけでなく、私たちが目標を持って、やり遂げようと

する時のキャッチフレーズになるかもしれません。 

 

 さて、一昨日の１２月２０日に約３０名の上大久保地区の方をお招きして、地域交流会

が開催されました。 

 平成２０年から続く行事ですが、コロナの影響で４年ぶりの開催となりました。看護科

２年生が、準備から当日の運営をしてくださり、たくさんのおしゃべりや笑顔が印象的で

した。 

 私も一緒にゲームや合唱をして、楽しませてもらいました。地域の方がお帰りになると

き、たくさんの方から、感謝の言葉をいただき、校長としても嬉しい気持ちでした。 

 

 高校は、小中学校と違って、地域との関りが薄いと思われがちですが、実は、高校は地

域を支えているのです。今日はそんなお話をします。 

 北海道に奥尻島という島があります。人口は２４００人余りの島です。 

 その奥尻島に島で唯一の高校である奥尻高校があります。奥尻高校は道立の高校で、埼

玉でいうと県立にあたります。 

 島の人口が減り、生徒数も減ったので、廃校にするという話になりました。 

 島で唯一の高校がなくなるというのは、どういうことを意味するのでしょうか。皆さん 

想像してみてください。 



 これまでも島の高校ではなく、下宿して北海道本土の高校に通っていた高校生はいた

のですが、唯一の島の高校がなくなると、全員が北海道本土の高校に進学するので、島に

高校生、すなわち１６歳から１８歳の人間が全くいなくなります。 

 また、いったん島の外に出てしまうと、島に帰ってきて就職する人～多くは観光と漁業

だそうですが～少なくなり、島全体が廃れてしまうことになります。 

 そこで、島民は廃校を反対したのですが、ままならず、苦肉の策として、町が高校を買

い取り、町で経営し、町立の高校として再スタートしました。 

 

 最近では、授業にダイビングなども取り入れ、全国からの留学生もおり、これも町が主

導して受け入れ、少しではあるが活性化したそうです。 

 このように高校というのは、地域にとっては、とても重要な存在です。 

 埼玉県でも生徒減から、県立高校の統廃合が進み、学校数も減ってきています。高校が

ないと、なんとなく地域の元気がなくなったという話も聞きます。 

 このことを考えながら、地域の方々に感謝の気持ちを持ち、普段の学校生活や登下校の

時も、見守られていることを意識してください。 

 

 年末年始は、何かと慌ただしく、誘惑や危険とも背中合わせです。また、交通事故も多

い時期です。十分に意識しながら、安心・安全に過ごしてください。 

 また、何かあった時には、自分で判断せず、周りの大人や学校に相談してください。 

 そして、１月９日には、元気な姿で、皆さんと学校で会えることを願っています。 

 

 毎回、全校集会で私が話した原稿は、学校のホームページの「校長室より」に掲載して

います。気になったら覗いてください。 

 

 私からは以上です。 


